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背 景 
・アジア・中東における大型新増設プラントが本格稼働入り 

・日本国内のプラント設備は，自主保安確保に多大な維持・補修費がかかっており，国

際競争力が低下している。 

保温材下外面腐食の現状 

(1)コンビナートの塔・配管類は保温材と

カバーで覆われている。 

(2)一部隙間から雨水が侵入して腐食が

発生 

(3）塩害の影響により配管の外面腐食が

進行し配管の外面腐食状況の検査は

仮設足場を組んでの保温材撤去が必

要となり大きな負担となっている。 

 保温材を剥がさない検査（センシング技術開発） 

(2)足場不要の高所アクセス性 

(3)検査スピードの向上 

高所作業台車＋多軸ロボットアーム（ロボット技術開発） 

(1)プラント稼働中の検査 

中性子による一次検査＋Ｘ線による二次定量検査 

新しい外面腐食診断技術ソリューションの提案  

(1) 一次検査： 外面腐食発生部位の絞り込み 
・新型中性子水分計による保温材上からの腐食発生部位の絞込み 
中性子利用による保温材下の塔及び配管の表面錆検
査装置開発 （地域新生コンソーシアム研究開発事業H18

～19で実施）  

 (2) 二次検査： 外面腐食部位の詳細な形状測定 
・一次検査で得た腐食発生部位の減肉亀裂状況をＸ線透過法によ
り定量計測 

センシング技術  

○期待される効果 

・ロボットによる稼働時の検査
により腐食による事故の低減
と，高所作業用足場不要による
保守費削減。 

(2)産業競争力の向上 

・検査時間を短縮でき，国際競

争力の強化につながる。 

(3)新たな診断サービス産業の創出 

・国内の石油化学コンビナート
への展開計測・診断メンテナン
ス会社による新産業の創出   

(1)プラントの安全確保と維持・補修

費の削減 

遠隔操作ステーション 

仮設足場を不要とする化学プラント配管外面腐食診断システムの開発（地域イノベーション創出研究事業H20～21で実施） 

大型移動式ロボットアーム，配管検査自走ロボット，遠隔操作ステーションから構成される化学プラント配管外

面腐食診断システムを開発し、遠隔操作による化学プラント配管外面腐食診断を可能とする。 

 

検出器搭載配管自走ロボット 

ロボット技術  

大型移動式ロボットアーム 

開発体制 

ハードウェアの開発は日立エンジニアリングアンドサービス

と千葉工業大学を中心に行い，他がサポートする。工業技術

センターは制御に必要となる測域センサのセンシング及びイ

ンターフェースの構築を行った。 

 


